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インターンシップ評価期編

13：00～

13：30～

14：00～

14：30～

各組織での評価・振り返り方法　共有ワーク
評価・振り返りの　ポイント抽出
ワーク
評価・振り返り　フレームワーク
解説
気づき　まとめワーク

※現在行っている評価・振り返り（報告書・報告会等）に関する資料をお持ちください。

平成27年度文部科学省　大学教育再生加速プログラム（インターンシップ等を通じた教育強化）
「地域インターンシップの体制整備を通じたキャリア教育の充実」

専門人材養成研修

プログラム

対象 ・大学：インターンシップ担当教職員
・インターンシップ支援団体、インターンシップ受入団体担当者 　　　　
・インターンシップ受入企業：インターンシップ責任者・担当者　等

9/16（水）
27

第２回

13:00　15:00

学生・受入側・大学それぞれの立場で、インターンシップの成果を検証し、その
後の改善につなげていくためには、どのように振り返り・評価を行えばいい
のかについて考えます。 
具体的には、受入側での振り返りの仕方、学生の報告書・事後研修・
報告会・アセスメントの仕方、大学・支援団体としての効果検証の仕
方などについて、それぞれの立場で行っている事・問題意識を持ち
寄り、参加者の皆さんで考えていきます。
※専門人材の役割は、インターンシップに関係する企業、学生、大学の三者のニーズをすり合
わせ、インターンシップを実施するための関係性を構築し、インターンシッププログラムを開発・
運用・評価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的なコーディネート
能力が必要とされます。

学生も企業も大学
改善ができるインターンシップの
振り返り・評価の仕方とは？
平成27年度



第 2回以降のご案内 

 

 

 

 

 

 

  日 程    内 容  対 象 

第 2 回 

9 月 16 日（水） 

13：00～15：00 

「評価期」 

インターンシップの振り返り（効果検

証・改善の仕方） 

・受入企業担当者 

・大学担当者 

・インターンシップ支援団体担当者等 

・インターンシップ受入団体担当者等 

第 3回 

11 月上旬（予定） 

「カリキュラム」 

インターンシップに関するカリキュラ

ム・制度設計のあり方検討 

・大学インターンシップ担当者 

・カリキュラム担当者等 

第 4回 

12 月中旬（予定） 

「開発期」 

企業開拓から(実践型)インターンシッ

プの提案・プログラム設計、学生向け

広報の作り方まで 

・大学インターンシップ担当者 

・インターンシップ支援団体担当者等 

・インターンシップ受入団体担当者等 

・（企業担当者） 

※第 1回ご参加の方は、第 2回も併せてご参加いただくことをお勧めします。 

 

 

                               

 

                          事務局 

                          TEL：（072）240-7071 

                         FAX：（072）240-7081 

                         Mail:internship@sneeds-b-kansai.jp 

                        参加ご希望の方は、件名を「専門人材養成研修 

                        参加希望」として、氏名、所属先、連絡先を記載 

                         の上、FAX もしくはメールにて、お申込下さい。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み先・お問い合わせ 

開発期 

カリキュラム・制度設計 

④ 運用期 評価期 ① ② 

③ 


